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一一
脚，38.2~; 6，347，373 20，182.410 1. 

21. 6~6 ム 100，00015，100，000 15，000，000 方 交 付 税土!l!.2. 

0.7% 163，170 378，525 541，695 公企業及財産牧入3. 
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凋
骨

分担金及負担金4. 

O. 6~6 90，890 ム500，890 使用料及手数料5. 

8.3% 2，198，181 3，378，841 5，577，022 金出支E主園6. 

イ支2.5ァ4

ム1，224，190

1，373，870 425，218 1，799，088 

750，000 

金出支鯨7. 

場清1.2% 

2.1% 

ム 338，150 

1. 8~6 458，200 

21.6% 3，422，000 

ム7，843，240

5，Zし2，~24 

1，088，150 

63，965， L84 

金附寄8. 

2，724，910 1，500，720 金越繰9. 

744，900 1，203，100 入

債

収10.雑

11，598，000 15，020，000 起町11. 

7，843，240 . 金入繰

69，267，4L8 計，6. 
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意

2.4ア4

36.5ァ4

4.4，% 

6. 3~6 

13.7μ 

16. 5~6 

9.0% 

5.4% 

0.8% 

0.1μ 

0，4% 

1.5% 

2. 6~6 

0.4% 

34，261 

9，550，927 

627， 170 

i 2，306，316 
1ム 15;228，129

1 7，394，692 

3，198，951 

ム 384，025

23，438 

ム 7，264

230，502 

380，951 

2，578，490 

ム 200，000
100 

5，202，324 

ム

出

1，633，102 

15，761，818 

2，386，330 

2，060.020 

24，691，382 

3，980，315 

2，976，553 

4，135，639 

624，281 

80，990 

100，400 

603， 207 

4，430，947 

500，000 

100 

昭和 30年度歳入歳出珠算総括表

議 ¥ι 子、

科一一 目 |平年度予算額|前半占有知

町ノ 税 126，529，783i

1，667，363 

25，312，745 

3，013，500 

4，366，336 

9，463，253 

11，375，007 

6，17!::i， 504 

3，751，614 

600，843 

73， 726 

330，902 

984，158 

1，852，457 

300，000 

0 

69，267，4u8 

1.議舎費

2. 役 場 費

3. 消 防 費

4. 土木技

5. 敬育費

6， 枇曾及労働施設費

7. 保健衛生費

8. 産業経済費

9. 財産費

10.統 計 調 査 費

11.選挙費

12.公債費

13.諸 支 出 金

14.予備費

寄附金
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安
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一
郎
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太
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一

使

丁

加

藤

亀

之

助

一

観

光

係

長
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記

増

嗣

栄

一

F

関

棋

国

次

郎

一

グ

高

柳

隆

男

新
係
長
書
記
小
倉
長
太
郎
一
企
両
室
係
長
(
粂
務
)
国
中
栄

J

J

F

桜
井
陸
子
一
大
賀
支
所
書
記
市
毛
清
一
一

一

わ

一

書

記

柿

間

口

英

男

一

F

杉

本

ト

キ
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一
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小

沼

う

め

一

使

丁

渡

辺

進

制

一

務

課

d
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教
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委
員
会
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統
計
粂
務
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の

一

長

書
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司
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教

育

長

事

務
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税
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一
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記

倉
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守
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一
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郎
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橋
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之

助

一

書

記

寺

門

一

一
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川
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補

大
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木
徳
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農
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(
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業
粂
務
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一
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M
M

伴

回

さ
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一
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忠

一
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一

p

関
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四

郎

一

書

記
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衛
生
係
長
グ

書
記
補

水
道
係
長
書
記

技
師

書
記

技
手

土

木

課

課
長
粂
皆
様
係
長

技
師
殺
虫
百
記
清
水
勝
雄

土
木
係
長
書
記
小
杉
光
雄

H
H

米
川
喜
一

常

工

夫

半

田

好

一

経

演

説

課

長

書

記

産
業
係
長
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民
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雄
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小
沼
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衣
郎

高
橋
せ
ハ

J

米
川
高
一
郎

大

貫

豊

菅

谷

真

石

川

ま

さ

大

川

保

佐

谷

肱

夫

米

永

恭

子

杭
藤
与
四
郎ぜ
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Y
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オ

ザ
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者

一

昭

和

一

2
2
1日
凶
一
⑦
、
部
落
語
員
(
嘱
託
員
)
竺

2
2
2一
部
庁
本
当
に
が
、
，
ご

L
Z山
河

川

?

し

な

が

M
A日
制
叶
各
自
主
的
に
向
間
釘
し
な
利
一

一
④
、
雨
町
村
議
会
の
議
会
の
臼
に
一
つ
い
て
一
自
分
だ
け
の
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ば
ら
れ
で
あ
っ
た
よ
う
に
誌
協
議
会
を
通
じ
て
、
引
各
K

ら
、
そ
の
各
閣
休
等
主
け
る
国
一

。

い

て

日

一

現

行

の

ま

L
在
任
す
る
て
と
一
ん
、
時
互
に
も
ち
う
も
た
れ
つ
共
け
ら
れ
ま
す
。
一
の
結
集
と
語
長
め
、
理
解
離
な
問
題
は
研
究
討
議
し
、
向
又
一

一
@
、
一
閥
抗
日
付
限
に
け
一
@
、
叶
防
国
の
統
合
整
備
に
つ
い
向
付
v

あ
り
連
帝
京
任
乞
も
っ
て
そ
れ
だ
け
に
力
も
弱
く
、
思
う
一
~
探
め
共
同
小
地
域
枇
会
を
、
文
協
珂
し
そ
の
困
難
左
切
り
開
い
て
一

3

一
い
ぜ
介
。
私
達
が
出
し
い
空
間
な
ろ
に
活
動
も
出
来
な
か
っ
た
の
内
的
な
楽
し
い
地
域
に
す
る
与
は
行
け
る
よ
う
に
、
相
互
に
衆
智
を

去

る

四

月

、

隣

接

の

旭

村

か

ら

一

一

に

決

定

し

た

後

、

左

の

事

項

を

協

一

い

て

一

決

定

を

川

町

f

え
汗
を
し
た
い
と
思
っ
て
も
自
分
あ
り
ま
す
o
と
の
点
は
士

F
一
岡
市
も
大
切
だ
と
思
い
ま
す
、
そ
の
あ
つ
め
て
最
も
な
し
易
い
方
迭
を

諸

制

刊

誌

品

川

村

山

叫

一

訪

れ

印

刷

川

町

即

時

山

開

設

す
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J
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剖
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げ
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司
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具
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的

臨
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2
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川
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に
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下

、

初

出

日

比

一

一

一

…

…
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引

き

て

い

な

け
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一

l
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会

一

間

協

議

会

ー

ー

一

日

和

昨

日

さ

は

一

一

寸

許

諾

財

祝

日

u
t、ら
は

は

日

い

γ
十
は
ほ
け
い
け
行
い
μは
げ

は

も

ζ

と

一

部

打

人

法

川

村

山

広

三

一

1
1
i
i
l
lト
1
1
1
1
L
M抗
日

刊

い

れ

代

V

を
左
の
通
り
決
ー
ば
し
ま
し
た
一

f
i
l
i
-
-
l
i
l
i
-
-
l
i
l
i
-
-
i
l
i
-
-
l
i
-
-
!
l
h
n
H
H
H
H川
H
H
一
そ
広
よ
う
な
時
境
配
つ
く
り
上
げ
ら
ば
明
白
に
判
る
と
思
い
ま
す
A

概
ね
枇
曾
悶
窮
者
、
未
亡
人
、
や
み
の
な
い
小
社
会
乞
作
り
、
幅

町

長

加

主

管

一

一

と

い

っ

た

と

と

で

す

。

今

ま

で

と

一

な

り

れ

ば

な

ら

な

い

の

で

す

。

町

の

人

々

の

自

主

的

な

結

合

κ
b
t
s子
民
日
、
刊
余
者
、
保
護
司
社
に
浴
れ
た
宿
毛
に
帰
く
明
朗
な

器

三

ト

よ

一

鴎

…

期

成

同

盟

会

結

成

概

起

一

人

側

一

日

U
白

川

紅

白

い

主

性

担

口

紅

白

町

、

ド

ぷ

先

制

時

間

ぷ

特

例

刊

誌

同

日

付

訪

ね

な

合

上

げ

た

い

議

会

議

員

関

根

源

L
哨

一

都

…

事

選

の

建

設

は

、

喜

多

年

の

課

題

で

あ

り

ま

す

が

っ

J7し
て
い
た
と
と
が
あ
る
と
一
従
来
い
ろ
〈
の
閥
体
や
委
員
会
し
、
そ
の
事
業
を
円
滑
に
す
る
究
会
、
遺
族
会
、
蝿
昔
、
宗

間

対

日

制

町

長

近

年

我

が

闘

の

水

援

業

界

の

飛

躍

的

準

装

展

に

と

も

な

一

能

れ

れ

れ

訪

日

諮

問

わ

む

れ

は

以

内

丸

町

民

昨

日

訪

日

当

日

時

(
t

同

才

回

久

諒

一

配

…

ぃ

、

哀

惜

漁

業

の

露

地

と

し

て

本

町

に

漁

船

基

地

の

竺

の

生

き

る

融

利

を

ま

も

っ

て

貰

え

一

E

F

E

z

-

-
回

目
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E
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旭
叩
を
代
表
す
が
計
一
…
え
郎
一
一
丸
一
日
間
一
一
以
円
引
い
訪
日
れ
れ
れ
れ
山
口
丘
町
人
様
擁
護
委
員
は
今
ま
で
一
寺
内
美
枝
、
梶
尾
忠
(
刷
町
地
直
)
一
「
解
説
』
出
入
り
で
き
る
外
出
を
つ
く
る
島
師
、
千
葉
の
大
洲
町
山
梨
の

制会私立二一
i
h計
五
日
刊
誌
許
証
一
見
当
日
五
引
利
引

l

一

一

計

一

辺

吉

川

知

山

山

市

町

出

羽

田

郡

同
副
議
長
米
川
軍
司
推
進
乞
は
か
る
た
め
『
大
洗
漁
地
建
設
期
成
同
盟
会
」
の
結
成
を
同
一
北
信
さ
ん
が
再
び
任
ぜ
れ
て
、
護
り
ま
し
ょ
う
一
が
あ
い
た
り
、
ゆ
が
ん
だ
り
士
に
は
い
き
ま
せ
ん
、
.
の
う
博
し
、
そ
の
結
果
キ
ン
グ
レ
コ

l

議
会
議
員
水
野
谷
利
秋
惜
し
て
去
る
五
月
七
日
本
町
役
場
合
議
室
に
町
長
議
会
議
長
、
同
副
一
一
は
ど
一
↑
年
間
と
の
役

κ
つ

か

れ

ま

ト

ヒ

一

~

へ

ん

危

険

な

の

で

、

早

速

修

閣

に

し

た

ら

早

く

で

き

一

一

か

μ
ど
ド
会
一
耽
か
ら
懇
望
さ
れ
て
、
本
場

一

識

経

験

者

一

一

山

一

山

下

照

明

治

…

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

川

一

点

王

立

品

川

国

一

部

一

一

一

一

昨

…

一

川

郡

山

駅

伝

一

…

一

一

部

一

…

町

一

…

一

一

の
八
氏
が
決
定
し
ま
し
た
の
で
、
一
ゆ
ま
古
る
強
力
な
運
動
が
、
最
大
の
要
素
と
な
り
ま
す
の
で
、
大
洗
一

;
i
i
i
l
i
l
-
-

玉
川
河
、
M
町
北
美
化
す
る
た
め
に
一
を
調
査
し
た
り
叉
ど
の
よ
う
民
、
東
光
台
未
型
地
配
分
報
霊
山
一
一
で
犬
、
出
の
名
韓
宝
一
層
宣
伝
さ
れ

詰

詞

日

付

加

盟

漁

暗

い

け

は

同

は

は

同

日

す

。

一

公

民

館

活

動

主

主

立

つ

れ

虫

記

一

計

持

吋

な

い

か

1
1
時
計
五
口
併
に
つ
い
一
る
む
の
と
思
は
れ
ま
す

Q

議
安
で
開
を
ま
し
ち
μ

↑

犯

さ

れ

た

り

無

関

さ

れ

た

り

し

ま

一

館

長

と

日

間

E
Z
-
Z
モ
一
材
、
位
、
棟
等
の
苗
木
を
、
ま
た
一
一
二
、
町
で
経
営
す
る
住
宅
を
つ
く
て
引

j

↑

※

※

東
茨
城
地
方
事
務
所
よ
り
闘
野
総
…
『
人
権
擁
護
と
は
』
一
す
、
例
え
ば
結
婚
の
無
理
強
い
、
一

;
i，
?
{
一
椋
の
組
問

κ
は
卒
域
に
イ
シ
ピ
在
一
る
と
と
L

場
所

E
と
に
す
る
、
本
年
度
才
I
J
現
金
預
入
先
迫
一

i
l
i
l
-
-

務
課
長
、
両
町
村
委
員
出
席
、
先
一
婦
女
子
の
賀
買
、
警
察
官
の
不
当
一
永
ら
く
希
求
さ
れ
て
た
り
ま
し
た
一
植
樹
し
ま
し
た
。
と
の
若
木
の
成
一
か
を
き
め
る
と
と
で
す
o

m

加
什
定
に
つ
い
て
。

づ
大
洗
町
、
旭
村
一
部
合
併
促
進
一
入
植
と
い
う
え
大
へ
ん
む
づ
か
な
う
た
が
い
、
た
ど
し
ゃ
暴
行
、
一
本
町
の
祉
舎
教
育
の
充
質
、
発
展
一
長
選
る
た
め
に
皆
様
、
も
御
協
力
一
四
、
町
有
財
産
(
田
畑
、
山
林
、
一
、
本
町
始
条
例
一
勾
ー
'
丈
一
止
に
つ
~
山
西
敬
育
委
員
辞
任

協
議
会
規
約
を
原
接
語
b
可
決
し
一
し
い
よ
う
に
恩
は
れ
ま
す
が
、
人
ゴ
l
問
、
暴
力
間

O
O
組

、

村

八

一

の

た

め

、

公

民

館

活

動

を

活

液

に

一

ド

さ

い

。

一

原

野

、

新

極

地

及

建

物

等

)

が

い

て

手

i

て
一
会
一
長
、
副
会
長
の
正
還
を
行
一
間
の
基
本
的
生
活
を
い
と
な
む
い
一
分
、
児
童
の
酷
使
、

7
2新
一
推
進
す
る
と
と
K
な
え
と
の
竺
祝
史
紀
一
話
附
近
H
槌
百
五
十
一
現
在
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
玉
原
案
の
と

-T承
認
さ
れ
竺
敬
育
委
員
‘
と
し
て
本
町
の
教
育
に

一
平
等
の
権
利
と
い
う
と
と
で
す
問
、
寄
附
の
塁
、
民
党
号
室
公
民
館
長
及
び
公
民
舘
運
営
一
本

Q

火

器

社

点

空

千

本

、

一

か

と

う

と

と

L

、
町
に
は
ま
た
Q

一
謹
力
さ
れ
ま
し
た
山
西
弘
治
先
生

会
長
清
一
つ
ま
り
人
と
し
て
私
道
の
生
き
る
一
り
作
業
、
法
外
努
働
、
姑
の
螺
い
一
審
議
委
員
会
委
員
が
左
の
如
く
選
持
一
一
宮
本
。
大
貫
諏
訪
柚
聞
社
H
樺

↑

だ

た

く

さ

ん

の

滞

納

枕

金

が

ぁ

~

一

j

喜

一

一

は

、

と

の

度

兵

庫

麟

伊

丹

市

に

輔

副
会
長
栄
一
擢
利
で
す
、
入
植
は
よ
く
他
か
ら
ぢ
め
、
男
女
職
員
の
差
別
待
過
等
一
ば
れ
ま
し
た
Q

百
A
樫
百
本
。
卒
域
H
千
本
0
.

一
り
と
れ
を
何
ん
で
も
か
ん
で
も
-
ん
:
ド
昆

F

一
出
の
た
め
辞
任
さ
れ
ま
し
た
。

一

(

順

不

同

、

敬

棉

略

二

「

1
i
l
i
l
-
-‘
一
完
納
し
て
貰
う
た
め
に
は
ど
う
一

w
九
1
剖

一

一

一

a

一

公

民

館

長

和

田

直

次

郎

一

ト

r

ι

一
す
る
か
、
と
の
ご
つ
の
問
題
に
一
z
，

A
霊

〓

尚

一

語

」

米

時

計

十

一

泊

客

だ

よ

ら

一

5
3
5
U町

、
一

i
i
!
i
一一

一
認
員
時
野
瀬
一

r
J
h去

る
一
月
一
一
日
左
応
策
件

5
い
一
五
じ
一
日
刊
す
れ
れ
い
同
一
一
同
好
評
の
民
諮
問
問
節
…

一
倍
、
石
井
町
冊
子
、
大
同
俊
明
、
杉
一
て
誠
一
協
議
会
が
開
か
れ
ま
し
た
十

K
は
闘
有
林
を
優
先
的
に
払
刊
迫
骨
祭

t
y
Jぐ
b

一

一
山
義
和
、
宮
本
重
視
、
田
山
常
向
一
一
、
叩
沼
山
川
時
同
修
築
に
つ
い
て
げ
る
と
い
う
規
定
が
あ
り
ま
す
よ
J
Z
L
一
円
一
同

一
間
山
五
倍
、
荒
川
佼
降
、
閲
収
低
一
午
、
市
川
山
地
理
に
つ
い
て
一
大
貨
の
前
原
山
町
却
下
げ
て
も
目
る
四
月
二
十
一
日
東
京
日
比
谷
一
…

一
子
(
小
人
質
一
位
官
)
一
一
一
-
寸
住
宅
建
武
政
一
地
に
つ
い
ら
う
て
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
た
寸
会
堂
で
1
第
一
一
一
回
民
放
祭
日
本
…
一

一

南

地

彦

工

円

、

小

野

瀬

健

見

、

館

一

…

一

め

に

な

る

よ

う

、

っ

か

烏

う

と

言

め

ぐ

り

が

催

さ

れ

ま

し

た

。

一

一

段
次
則
栗
原
信
夫
、
小
松
崎
弥
回
、
一
訪
調
整
の
と
と
に
つ
い
て
一
い
う
の
で
す

o

v

?

の
去
る
本
相
場
開
節
え
全
国
一
…

恒
郎
、
士
日
川
賢
一
郎
、
関
墓
前

ji--川
原
山
耕
一
卜
に
つ
い
て
一
六
、
港
潤
(
外
地
)
と
は
{
宣
伝
す
る
絶
好
の
機
会
で
あ
り
…

一
計
二
良
、
川
川
広
一
小
川
市
首
夫
、
山
六
、
地
時
(
外
き
に
ご
て
一
す
で
に
皆
さ
ん
も
よ
く
御
承
知
一
千
の
で
、
欣
然
と
れ
に
参
加
し
一

一
器
、
部
俊
、
小
型
毛
布
六
件
は
い
づ
れ
も
特
別
車
交
一
と
思
い
ま
す
が
、
大
洗
岬
の
さ
す
家
秀
子
、
照
の
雲
丸
、

1

3
一

土

問

守

山

十

一

四

%

出

U
庭
裂
す
る
と
ム

mt
く
や
閥
か
ら
突
提
を
海

2
1家
時
次
、
梶
間
一
さ
と
(
駒
の
家
十
一

注

目

円

以

山

山

花

い

い

の

四

人

が

、

雲

都

心

犬

一

噛

村!日
ふ地夏
復 同信

!日I

旭
村

部
合
併
促
進
協
議
曾
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澄藤

号

し¥

五
月
十
三
日
の
児
童
幅
一
枇
週
同
乞

記
念
し
て
「
母
と
子
供
の
会
』
が

催
さ
れ
ま
し
た
。

営
日
は
好
天
に
め
ぐ
ま
れ
て
、
笑

顔
に
、
は
や
ん
だ
子
供
さ
ん
や
ゐ

母
さ
ん
方
が
約
千
三
百
人
も
参
加

し
御
手
伝
い
の
借
入
会
の
方
々
や

役
目
帽
の
係
長
が
ろ
れ
し
い
悲
鳴
を

あ
げ
る
ほ
ど
の
踏
ん
去
で
、
十
時
半

大
抗
糾
枇
万
一
柳
時
後
、
白
山
に
水

肱
舘
乞
参
観
し
て
鮮
散
し
ま
し
た

納
税
貯
詰
組
合
長

梶

尾

甚
氏
逝
去

母と子供の会

児童週間のー催

嗣
町
、
一
一
葉
納
説
貯
持
組

合
長
梶
尾
甚
氏
は
間
耐
の

た
め
去
る
五
月
二
十
日
自

宅
に
於
て
逝
去
さ
れ
ま
し

た
。

生
前
組
合
長
と
し
て
本
町

に
寄
与
せ
ら
れ
た
御
謹
力

と
御
功
純
に
封
し
て
深
甚

な
る
感
謝
を
捧
げ
謹
ん
で

哀
悼
の
意
を
哀
し
ま
す
。
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